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第３章 歴史

第１節 先史 大石遺跡と縄文農耕、古墳時代の横穴墓

１ 大石遺跡と縄文農耕

緒方盆地における文化的景観が形成される以前の歴史はどのようなものであったか。旧石器時

代から古墳時代を通じて緒方盆地を取り巻く歴史的環境について概観してみたい。

まず、大石遺跡に触れる前に、さらに前史について簡単に述べておきたい。緒方盆地周辺に人々

が住み始めたのは後期旧石器時代からである。平成元年（1989）から 2年（1990）にかけて町営

総合グラウンド建設にともなって調査された千人塚遺跡（標高 220ｍ）で、ナイフ形石器や三稜

尖頭器、削器などが出土している。これらの石器群は AT（姶良丹沢火山灰層）上位の石器群の組

合せであり、2万数千年前と想定されよう。盆地周辺では表面採集された旧石器は見られるが、

旧石器時代の遺跡は多くはない。同じように、縄文時代の遺跡も少ない。まとまったものとして

は、縄文前期中葉に属する轟 B式土器の新しい段階と野口・阿多タイプといわれる曾畑式土器へ

の移行期の土器、瀬戸内地方の押引文土器などが千人塚遺跡から出土している。盆地内では緒方

川の河岸段丘にあたる牛ノ田遺跡、寺縄手遺跡、大坪遺跡などで縄文後期から晩期終末の土器と

ともに扁平打製石斧などが散見される。盆地内でわずかながら縄文人の活動が見て取れる。

ところで、緒方盆地には直接接していないが、緒方盆地の南西部に位置する大石遺跡は原始的

な農耕を示唆する代表的な遺跡である。祖母山北麓の標高 350ｍ前後の火山灰台地上に位置し、

昭和 33年（1958）から 41 年（1966）にかけ

て別府大学の賀川光夫を中心に 5次にわたる

発掘調査が実施された。調査の結果、住居跡

を想定させる柱穴群、大型の竪穴遺構、夥し

い数の土器や石器群が出土した。土器は表面

が黒く磨かれた黒色磨研の浅鉢形土器、粗製

の深鉢形土器に丹塗の鉢形土器が組合わさ

り、晩期初頭の「大石式土器」が設定された。

石器は、安山岩製で採集や耕作具の刃先と推

定される扁平打製石斧、収穫具とされる石庖

丁形石器などが多量に出土した。また、磨石

や石皿に加え大陸では穀物粉砕具と考えられる磨棒、磨盤の出土が注目される。

大石遺跡は半ば定住的な大遺跡で、縄文時代の伝統的な生業である狩猟・採集にかかわる遺物

群に加え、刃部の磨滅した例を含む多量の扁平打製石斧、磨製や打製の石庖丁形石器、石鎌形石

器、磨棒、磨盤などの出土から稲作開始以前に、火山灰台地での畑作物を中心とした原始的な農

耕が行なわれていた可能性が高いといえる。似たような遺跡は大野川中上流域に集中する傾向に

あり、縄文晩期には畑作農耕の広がりが見て取れる。

なお、大野川中上流域では弥生時代になっても遺跡の立地条件は変わらず、弥生後期まで畑作

農耕が引き継がれることになる。

写真１ 大石遺跡全景（南から）
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２ 古墳時代の横穴墓

緒方盆地周辺では縄文時代と同様、弥生時代の遺跡も少ない。先にあげた千人塚遺跡で弥生中

期後半の住居址群が 5軒発見されているのが唯一の例であろう。そのほか、盆地内での生活の痕

跡は明瞭でない。理由ははっきりしないが、大野川中上流域では弥生後期から終末期にかけて火

山灰台地上に多くの大集落が展開するのと対照的である。大野川中上流域の遺跡群は多量の鉄器

を保有し、約半数は鉄鏃で、そのほか手鎌（摘鎌）や鉄鎌、鋤先、鍬先などの収穫具や耕作具が

一定程度含まれている。出土鉄器は狩猟と畑作が継続して行なわれていたことを想起させる。

緒方盆地周辺で迫田の開発が始まるのは古墳時代後期の 6世紀代になってからである。古墳時

代前・中期の様相は明確でない。一方、隣の三重盆地では 6基の前方後円墳を含む古墳群が造営

され、首長墓の系譜が見て取れる。緒方盆地に最も近い首長墓は、5世紀代に属する越生の漆生

古墳群である。しかし、古墳群の立地からみて被葬者は緒方盆地を治めた首長ではなかろう。

6世紀代になると、緒方川に流れ込む中小河川の流域に横穴墓が造営されるようになる。大き

く分けて、緒方盆地西側の川入川流域、盆地北側の上自在地区、盆地南側の清田川流域である。

以下、横穴墓の概要についてみておこう。川入川流域の井ノ前横穴墓は 4基から 5基で構成さ

れ、やや大型でドーム状の天井を持つ横穴墓が造営開始期のものである。あとは改葬骨か火葬骨

を入れたと考えられる小型のものである。6世紀末から 7世紀いっぱい使用されたものであろう。

小宛横穴墓群は残りの良い 5基から構成され、最も高い位置に造営された横穴墓が造営開始期の

ものである。玄室の縦横幅が 2ｍを超え、奥には幅約 70 ㎝、高さ 7～8㎝の奥屍床（写真 2）を造

り付けている。他の 3基も玄室の残りは良く、6世紀後半から末にかけて造営されたものとみら

れる。簡略化されたものは 7世紀半ばまで下るものであろう。

上自在地区に分布する横穴墓群は規模が小さく、時期的にも新しいものが多いようである。清

田川流域では、野仲横穴墓群が 3基で構成されている。中心の横穴墓は 6世紀後半代とみられ、

飾縁が良く残り、向かって左側に宝塔のレリーフが追刻されている。宮迫東石仏の隣に位置する

大日上横穴墓群は大型の横穴墓 5基が整然と並んで造営されている。さらにもう 1基は石仏側に

図１ 緒方盆地周辺の横穴墓分布図（「大分県遺跡地図」に加筆）
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位置し、現状で 6 基確認できる。

飾縁もしっかり残り、玄室は方形

でドーム型の天井を有している。6

世紀後半代を中心としたもので、

連続して造営されたことが窺える。

清田川流域の有力集団の墓地であ

ろう。また、近くの宮園横穴墓群

は 20 基近くが確認でき、緒方盆地

を取り巻く横穴墓群では最も基数

が多い。少なくとも 4 群に分かれ

て造営されている。それぞれのグ

ループには古い形式が含まれ造営

開始期を示しているものであろう。中には屋根の鴨居を掘り込んだ横穴墓も確認できる。6世紀

後半代から 7世紀いっぱいまで下るものも存在する。時代は異なるが、宮迫東石仏や宮迫西石仏

群周辺に有力な横穴墓が多い。

緒方盆地周辺のすべての横穴墓には触れられなかったが、横穴墓は緒方川に流れ込む中小河川

流域の阿蘇溶結凝灰岩を穿って数基単位で造営されている特徴がある。造墓主体は、当時の迫田

の開発を担った集団と集落に関係しているとみられ、特に清田川流域の開発面積が広く、有力集

団の形成につながった可能性がある。横穴墓の副葬品は明らかでないものの、江戸時代には六箱

横穴墓が偶然発見され、鉄刀や轡、鉄鏃などが出土し、副葬品の一端が明らかになった。

なお、古墳時代までの開発は中小河川流域までで終始し、緒方盆地の平野部までには及ばなか

った。緒方盆地の文化的景観の形成は、平野部に井路を整備し、開発が大きく進展した次の時代

を待たなければならなかった。

【参考文献】

緒方町教育委員会『千人塚遺跡』1999

緒方町歴史民俗資料館『緒方町誌・総論編』2001

写真 2 小宛横穴墓群の中央に位置する横穴墓の奥屍床
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第２節 古代 伝承と緒方条里の開発

１ 古代の辺境緒方と三輪信仰と八幡信仰

古代のヤマト国家にとって、豊後国の南部、大野郡・直入郡は国境防備の最重要地帯であった。

『日本書紀』には、景行天皇 12 年 10 月、天皇が九州征西の途中、豐後國速見郡に住む速津媛（は

やつひめ）に 「直入縣（なほりのあがた）禰疑野（ねぎの）に住む打猿（うちざる）・八田（や

た）・國摩侶（くにまろ）」という土蜘蛛の情報を聞いて、征伐するため來田見邑（くたみのむ

ら）（朽網郷）に入り、行宮（かりみや）を設けて群臣（まへつきみたち）と土蜘蛛を討つため

の議（はかりごと）をされ、賊を討とうと、志我神（しがのかみ）（豊後大野市志加若宮）・直

入物部神（なほりもののべのかみ）（竹田市籾山八幡宮）・直入中臣神（なほりなかとみのかみ）

（由布市庄内町阿蘇野直入中臣神社）の三神を建てこれに祈ったといわる。これは、都処野（竹

田市）の行在所の周囲に神は天皇を守るように配置されたと考えられる。

一方、『豊後国風土記』が伝えるところの大野郡の「海石榴市・血田」の伝説によれば、景行天

皇のとき、鼠石窟土蜘蛛を討伐するため、群臣に詔して、海石榴の樹を伐採して椎（つち）を作

って武器となした。勇猛な兵士にこれを授けて、土蜘蛛を襲撃し殺し、踝（くるぶし）が没する

ほどの血が流れた。「椎」を作った場所を「海石榴市」といい、血が流れた場所を「血田」といっ

たという。

この「血田」は、緒方盆地の南側の「知田」と推定される。緒方川を挟んで北側には上市、下

市などの「市」の地名があり、「海石榴市」の「市」の流れを汲む可能性が高い。この「海石榴市」

は大和の「海石榴市」と同じ名前をもつ市で、この伝説は大和川と三輪山が接する場所にある大

和の「海石榴市」を強く意識した伝説と推定される。大

和の「海石榴市」は三輪山の南麓に当たり、西麓には大

神（おおみわ）神社が鎮座し、その北西には、纒向遺跡

や日本最古級の前方後円墳である箸墓などがあるヤマト

国家の重要拠点にある古代でも最も有名な市であった。

なぜ、豊後国大野郡の南部の緒方の地に、このような

市が成立したのであろうか。この地は日向国に接する境

界地であり、この山の向こうは天孫降臨の地高千穂の峰

である。ヤマト国家の西の境界であり、緒方盆地は祖母・

傾山系の山麓にあたり、祖母山（古名姥が嶽）には、大

和の三輪山の伝承と同じ、大蛇伝説が残り、この山の両

山麓には、大神神社の神官大神氏と同姓の一族が古代か

ら蟠踞することに注目したい。

『平家物語』の緒環の項には、平安時代末の緒方荘の在地領主で、源平の内乱期、反平家方と

して活動し、内乱の風雲児となった緒方惟栄（惟義）の次のような始祖伝承が載せられている。

かの惟義と申すは、恐ろしき者の末にてぞ候ひける。たとへば、昔豊後国の或る片山里に女

ありき。或る人の独娘、夫もなかりけるがもとへ、男夜々通ふ程に、年月も隔たれば、身もた

写真１ 『平家物語絵巻』緒環
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だならずなりぬ。母、これを怪しんで、(略)「さらば、朝帰りせん時、標を附けて繋いで見よ」

と教へける。娘、母の教えに随ひて、朝帰りしける男の、水色の狩衣を着たりける首上に、針

を刺し、倭文(しず)の緒環という物を附けて、経て行く方を繋いで見れば、豊後国にとっても

日向の境、姥が嶽の下、大きなる岩屋の内へぞ繋ぎ入れたる。

「我はこれ、人の姿にあらず、汝、我が姿を見ては、肝・魂も身に添ふまじきぞ。はらめる

所の子は、男子なるべし。弓矢打ち物取っては、九州二島に肩を隻ぶる者あるまじきぞ」と教

えける。(略)、岩屋の内より、臥丈(幅)は五・六尺、跡枕辺(長さ)は十四丈(４２ｍ～４５ｍ)

もあらんと覚ゆる大蛇にて、動揺して這ひ出たる。(略) 女帰りて程なく産をしたりければ、

男子にてぞありける。(略) あかがり大太とも云はれけり。かの惟義は、件の大太には五代の

孫なり。

豊後大神氏系図によれば、大蛇は姥が嶽の山の神であり、高知尾明神の化身であった。大和の

三輪山の伝説も三輪山の蛇神が人として里に下り、里の女性と交わり、大和大神氏が生まれたと

いう話である。「み」は神であり、蛇を現す言葉である。それは「水」の「み」でもあり、水信仰

の象徴であった。緒方川の源流に位置する竹田市神原には穴森神社という社があり、その社殿の

裏には、伝説の大蛇が住んだという巨大な洞窟がある。その洞窟の奥からは、勢いよく水が流れ

出していた。姥が嶽、高知尾は九州の三輪山とみなされていたのである。市の名を共通させたの

もこの点を意識したためであろう。緒方の地には、古代から三輪信仰とかかわる水と山の文化が

厳然と存在していたのである。

一方、この地は、八幡信仰の拠点でもあった。『八幡宇佐宮御神領大神鏡』には、「御封田（中

略）豊後国壹佰拾伍烟 本封壹佰烟 大野郡伍拾烟緒方庄是也」と記載されている。緒方荘は大

野郡に設定された封戸（ふこ）に起源があることがわかる。古代の郷は 50戸を単位に編成され、

緒方荘は古代の緒方郷 50戸から成立した。封郷は豊前国宇佐郡とその近郡の上毛郡・下毛郡と隣

接地豊後国国崎郡など宇佐八幡宮のある郡やその近隣に設定されている。しかし、大野郡の緒方

郷の場合、宇佐から遠く離れた豊後国最南端にある郷である。しかも、ここは、平地の少ない大

野郡ではまとまった緒方盆地という穀倉地帯をもち、条里遺構もあった。古代国家は、この国境

地帯の穀倉地帯に国境を守護する宇佐八幡宮の神郷を設置したといえる。緒方郷は古代律令国家

にとって特別な位置を占めた。

２ 豊後大神氏と緒方氏

大分県の南郡一帯には、平安時代以来、姥ヶ嶽の大蛇、すなわち姥ヶ嶽大明神（祖母嶽大菩薩）

を始祖とする大神氏の一族（緒方・臼杵・佐賀・佐伯・阿南・賀来・戸次・大野氏等）が蟠踞し

ていた。『平家物語』と同じく、豊後大神氏系図の中には、豊後国に大神良臣の孫惟基が「あかが

り大太」（大弥太という本もある）とするものがあり、豊後大神氏は良臣からはじまると記されて

いる。大神良臣は、9世紀末、豊後国の国司の次官である介として赴任したといわれ、その子庶

幾が大野郡に郡領すなわち郡司となったといわれる。「あかがり大太」は祖母山（姥ケ嶽）の大蛇

と里の姫花本の間に生まれたという伝説をもつ。

大神良臣（おおみわのよしおみ）は、9世紀に中央で活躍した実在の官僚であり、壬申の乱の
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功臣三輪子首（みわのこびと）の子孫である。貞観 4年（862）兄の全雄（またお）とともに真神

田朝臣から大神朝臣に改姓し、左大史（さだいし）を経て、肥後介、豊後介を歴任する（『日本三

代実録』）、寛平 4年（892）豊後介の任期を終えて帰京する際、百姓が惜しみ慕って良臣の子庶幾

（これちか）を同国に留めるように請願した。そのため、庶幾は外従六位下（げのじゅろくいの

げ）・大野郡の郡司職である擬大領（ぎだいりょう）に叙任され、子孫は代々郡司を務めたという

（『豊後国志』）。

大和の大神氏は、大三輪神社の神官家であり、三輪氏、大三輪氏ともいう。大物主神（おおも

のぬしのかみ）の子大田田根子が三輪君などの祖であり、大物主神は三輪山の大蛇とされ、水神

である。大田田根子は蛇神大物主と里の姫の間に生まれたとされる。

豊後大神氏の始祖伝承は、この大和大神氏の始祖伝承の焼き直しである。祖母嶽の大蛇の洞窟

は、穴森神社の裏にあり、そこからは水が流れ出し、緒方川の水源となっている。豊後に定住し

た大神良臣の子孫は、天孫降臨の高千穂との境界の山である祖母嶽を三輪山に見立て、このよう

大蛇始祖伝承を作り上げたのである。

３ 緒方条里の開発

緒方盆地には、上自在、下自在と呼

ばれる場所があり、この中心に三宮八

幡宮がある。三宮は、12 世紀の末に、

一宮・二宮とともに、緒方惟栄によっ

て、創建されたといわれている。この

三宮の裏山は京塚山といわれ、経塚が

営まれた。江戸時代には、三宮の裏で

2本の経筒が発見されるが、一つは今

も地元に残されている。そこには永久 3年（1115）4 月 18 日の年月日が記載されている。京塚山

には 12世紀の初頭には、経塚が営まれ、すでに聖地となっていた。自在という不可思議な地名は

「八幡大自在王菩薩社」の「自在」に起源すると考えると、古代の宇佐宮の封郷の中心として「八

幡大自在王菩薩社」が 9世紀～12 世紀初頭までには自在の地に創建されていたと考えている。

自在地区、その裏の山間地にあたる軸丸地区は、緒方地区の古代の信仰拠点であった。京塚山

の西側には、三宮の神宮寺跡といわれる場所があり、三宮、軸丸川を挟んだ丘陵の上には、若宮

跡が存在した。さらに、軸丸川の水源地には、熊野社があり、そこには岩屋と神宮寺跡があり、

ここには丈六の如来像と不動明王立像が安置されていた。現在は、この仏像は、豊後大野市歴史

民俗資料館に保管されているが、12 世紀初頭まで遡る作品とされる。経筒埋納の時期や熊野社の

仏像の時期の 12世紀初頭までには、三宮の前身となる「八幡大自在王菩薩社」が整備されたと考

えられる。

三宮（大自在王菩薩社）と神宮寺のある京塚山という古代の信仰の聖地は、黒土甲川と軸丸川

という両川の水源地に熊野社が存在した。条里地区である井上地区の鎮守社も熊野社である。こ

れは軸丸と井上地区の密接な関係を示している。12世紀前半までは、緒方荘の領主宇佐八幡宮の

支配拠点は上自在の「八幡大自在王菩薩社」（のちの三宮）であったと考えられる。

図 1 古代の緒方盆地の水利
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井上条里の主水源は、現在、原尻の滝の上を取水口にする下井路となっているが、次の節で詳

しく述べるように、下井路を現在の滝の上からの取水に連結

したのは、一宮、二宮、三宮を創設したといわれる緒方惟栄

の時代と考えられる。古代の条里の水源は、経塚山、熊野社

の存在を考えると、黒土甲川と軸丸川と考えられる。下井路

は、黒土甲川の水は、宮田の付近の水門で合流し、軸丸川の

水は深町水門で合流する。井上条里の地割の方向は、井上条

里へ水を送る下自在の下井路とその方向は一致する。さらに、

この下自在の下井路の水路の方向は、圃場整備以前の条里的

地割と見られる上自在の水田の方位と一致している。この事

実から、上自在、下自在の地区にも古代の地割の残像が明ら

かに見られ、私が推測した古代の井上条里への水の供給源は、

黒土甲川と軸丸川であったことを裏付けることができる。 写真 2 熊野社の仏像

図 2 上・下自在地区と井上地区の地割りと水利
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第３節 中世 緒方三郎惟栄と川越し祭

1 緒方惟栄の盛衰

緒方の伝承によれば、緒方一宮八幡、二宮八幡、三宮八幡は、源平の内乱期の英雄緒方惟栄に

よって創建されたといわれる。惟栄の館といわれる場所は、三宮の南に位置し、軸丸川の水と下

井路の水が合流する深町水門のすぐ南にあった。すでに前節で述べたように、古代の井上条里地

区へ供給される主な水は、軸丸の山塊から流れ出した軸丸川や黒土甲川の水が利用されたと考え

られる。緒方惟栄の館がこの三宮近接地で、深町水門の付近に置かれたことは緒方盆地の水利支

配の第一歩であったと考えられる。

緒方惟栄は、緒方荘の庄司としてはじめは平重盛の家人になっていたが、領家である宇佐宮と

対立し、治承 4年（1180）の源頼朝挙兵以後、反平家として活動する。一族の臼杵氏、佐賀氏、

姻戚関係にある日田氏などと連携し、九州に落ちた平家の主力を大宰府や宇佐宮に攻撃したり、

平家攻撃ために九州に渡ろうとした源氏の軍に兵船を提供するなど反平家勢力として奮戦した。

しかし、のち後白河法皇や源義経に接近し、頼朝と対立した義経の西国下りを幇助し、豊後の武

士（緒方一族）は船を用意し、摂津国大物浜（兵庫県尼崎市）から九州に下向する計画であった。

しかし、義経の一行の船は大風で難破し、結局、逃亡の地を平泉に変更することになった。義経

を招くための城が岡城であったという伝承がある。しかし、鎌倉政権は、緒方惟栄が自分の所領

に義経を招いた計画の確かな証拠は握っていなかったため、宇佐八幡宮の乱入の罪を口実に緒方

一族の所領を没収し、惟栄は、上野国沼田の地に流刑とされた。

写真 3 上・下自在の地割りと下井路の方向
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図 1 古代における緒方の水利灌漑

図 2 原尻の滝上から軸丸川をつなぐ下井路（善神王井手 ※緑色部分）
























